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今回の発行所
　みなとまちづくり共同体
資料協力

今回の配布先
・安芸市
・海の森づくり推進協会
・建設会社
・高知県内移住者
・高知県木材協会
・港湾行政
・シーベジタブル
・自伐型林業推進協会
・鉄工所
・JF高知　室戸統括支所
・天然資源活用委員会
・フォレストオーシャン
・みなとまちづくり共同体
・室戸市
・室戸市観光協会
・株式会社　柳沢林業
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出口戦略：山林負債 をお金に変える

R5森づくり市民ワークショップ（安芸

市）では、山の中でのコンサート開催と

合わせて、コンテナハウスを作り、イベ

ント会場に使いながらストックする意見

が出されました。設置撤去を要しない設

備は、イベント開催を容易にします。

物事の見え方や捉え方は変化する。「新しい意味」

を探す努力を怠らなければ、日々の生活は新鮮な驚き

に満ちている。と言われる一方で、ひきこもりの子に

多く相続するなど、高齢の親に不安が募る状況があり

ます。負債扱いの山林を、現金化する努力を怠らなけ

れば、見え方が変わってきませんか。
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そこに意味が加われば、
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コンテナ型木材ストック

伊尾木川最下流の大山岬開催：第1回 野外コンサート

2026.03.15

2026.03.15

イベント開催の負担：テントの設置・撤去

山林相続は負債相続の現状

過疎化した源流地区には

継続的にお金が回る仕組みを創り加工・体験を通じ収益に繋げ

森林鉄道の歴史があった今、縁ある企業の共感を

孫世代に引き継ぎたい

上流上流上流

中・下流

海・世界の需要

下流


